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1．はじめに

　予定帝王切開術の妊婦は脊椎、硬膜外麻酔導入時の体位が取りづらく、妊婦の不安が増

し、苦痛が長くなることを何度か体験した。そこで、妊婦のために安楽で正確な体位がと

れる補正枕（以後枕とする）の製作に取り組んだので報告する。

H．目的

　帝王切開術の脊椎、硬膜外麻酔時に患者が安楽で正確な体位がとれる枕を製作する。

皿．研究方法

対象　同意が得られた手術室看護師（女性）22名

　　　同意の得られた麻酔科医　9名

研究期間　平成19年5．月～10月26日

方法

1．文献、既製品を参考に枕を製作する。1）2）3）4）5）

　枕は頭部（写真1）、上腕（写真2）、下肢（写真3）を支える事が出来る3種類を製

　作し、組み合わせて使用する。（写真4）

写真1　頭部用枕 写真2　上肢用枕

メー　騨

騰噸前耀懸

写真3　下肢用枕

糠

写真4　完成図
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2．看護師を対象に製作した枕の効果を確かめる実験を行った。

実験方法

①妊婦役看護師は妊婦ジャケット（写真5）を着用し、実際の手術と同様に血圧計、モニ

ター心電図、SpO2モニターをつけ、脊椎硬膜外麻酔時の体位（右側臥位）をとる。

②介助役看護師は脊椎、硬膜外麻酔時の体位作成を行う。

③麻酔科医が触診で棘突起間の開きと正確な体位のチェック項目（表1）に基づき確認を

行う。

④1分間、仰臥位をとり再び枕を使用し右側臥位をとる。

⑤同様に枕を使用し実験を行う。

⑥実験後、妊婦役看護師、介助役看護師、麻酔科医にアンケートを行う。（表2）（表3）

（表4）

響　　灘

表1　正確な体位のチェック項目

体位についてのチェック項目

① 上胸部では左右の肩甲骨間を広く保てている。

② 脊椎が処置台に対して水平かつ垂直となって

いる。

③ 穿刺部棘突起間が処置台の縁にきている。

④ 頭部を前屈できている。

⑤ 体軸と両肩を通る軸が垂直になっている。

⑥ 両足が屈曲している。

　写真5　妊婦体験ジャケット

3．麻酔科医と看護師にアンケート調査を行い評価した。

IV．結果

　妊婦役看護師では体位作成時「安心感がある」は枕未使用時13％、使用時81．8％であっ

た。（図1）
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枕未使用時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡

　　　　　騨灘講韓羅　購講羅騨鞭醐購騰講舎
枕使用時

　　　〇％　　　　　　　20％　　　　　　40％　　　　　　60％　　　　　　80％　　　　　　106％

　　　　　　　　　　　　圏あったロなかった鵬どちらでもない

　　　　　　　　図1　妊婦役看護師アンケート結果　安心感はありましたか？

　介助役看護師では体位作成時の介助が枕使用時「支え易かった」45％、「枕未使用時と変

わらない」

　41％であり、差はなかったが枕を使用した場合のほうが姿勢を保持し易く安定感があっ

たという意見が多く得られた。しかし、枕を使用して体位を作成する間、妊婦役の体勢が

崩れて危険であるという意見もあった。（図2）

　　　「

　　　E　　　　　　　　　　　無回答；5％
　　　1　　変わらない；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　旨　　　　41％
　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい；45％

　　　　　　　　　　　　　　　、▲

　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　いいえ；9％

　　　　　　　　國はい　口いいえ　闘変わらない　■無回答
　　　［　　　一　’一一一　　　一　一一　一一一『一

　　　　　図2　介助役看護師アンケート結果　支えやすかったですか？

　麻酔科医では棘突起間の開きは「開いていた」「変わらない」が枕未使用時97％、使用時

83％であった。

　正確な体位のチェック項目では枕未使用時、使用時共、全体的に80％～100％保持出来て

おり、差はなかった。（図3）

　　　「
　　　1
枕未使用
　　　1

　枕使用

　　　1／／
／

、’／
／

門

／

　0％　　　　　　20％　　　　　　40％　　　　　　60％　　　　　　80％　　　　　　100％

　　翻開」、ている團変わち亟い口開いていない圏無回答i

図3　麻酔科医アンケート結果　棘突起間の開きは開いているか？
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「脊椎が処置台に対して水平かつ垂直になっている」も枕未使用時58％、使用時52％であっ

た。（図4）

蚕わらない2

枕未使用1

枕使用

答1

　　　　　0％　　　　　　20％　　　　　　40％　　　　　　60％　　　　　　80％　　　　　　100％

　　　　　　訟ってし｝る唖わら勢壁き」てし・璽、旦糎翻　　　1

図4　麻酔科医アンケート結果　　脊椎が処置台に対して水平かつ垂直になっているか？

V．考察

　実験より何かに抱きつくという行為は体が安定するため安楽と安心感が得られる。さら

に、体位作成介助時、安定感があると、より安全に支えることができることが分かった。

しかし、製作した各枕が大きすぎたため枕挿入時に体勢を崩すことがあり、安全面での枕

の改良が必要である。

　正確な体位のチェック項目の「脊椎が処置台に対して水平かつ垂直になっている」が枕

未使用時、使用時共に低いのは頭部用の枕の高さが問題であると考える。従来の方法は頭

部用枕が低く、脊椎を水平に保つことが出来ないと考えられた為、今回の頭部用枕は高さ

を出して製作した。しかし、肩幅の広い体の大きい人は脊椎を水平に保つことができたが、

体の小さい人には頭部が高くなり脊椎を水平に保っことができなかった。今後、高さ調節

のできる頭部用枕の改良が必要であると考える。

　今回、正確な体位のチェック項目の評価が全体的に良かったのは被験者が看護師であり、

始めから正確な体位を知っていたためであると考えられる。

VI．結論

1．予定帝王切開術の脊硬麻時に、妊婦が安楽で、正確な体位が、取れるよう枕を製作し

　　た。

2．実験結果により、枕の使用で安楽と安心感が得られ、体位保持もし易い事から、枕の

　　使用は有効であると判断できた。

3．今後、対象となる妊婦へ枕を使用する為には枕の大きさ、高さなどの改良を加える必

　　要がある。
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表1　妊婦役看護師アンケート
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ご

∫　　・

瑚劉幽醐麟藤綱闘酬鱒駒鱒鱒齢　細ら

噸鱒輔瀕隙

鐵韓鍵賑
　　鞭鱒鱒，

1

ぞ差

興

≧

萱　f㌔㌃

　1τ

》ξ拶1：詳1夕陵ミξ～1㍑．

1羅鳥詮、∴薫暴も懲：：

乱

響
；

ヂざ調
ズ　r伽

　　派　　r　　　　　　「
ゾ　　　　　聾　　r　　　　　　r

　喚く　　　　　呼　　　　　　　　　　陽

　　　　　　　　　ダ　ご

詩㌦麹｝烹．

1疏臨

∴謬

ε　｛ノ

　　　藁

　　し
P　サ　ρ　沖

二

き

　　　ポ　　　　も　タ　サ
　　　リガけき　　　デ　　　　　っ　　に
菱熊亀馬細離藁鴛

葉ぷ書蚤鐘叢・諺

ぞぞミ摩蒙笠凝乱へ

　　話a　　　　　　　　　ヘ

　　　ゴ　　き
　ヨ　　も　　　　　　　ア　　を

　㌦・贈・
へ麹罫譲瓢ぶ㌦、叉；、乱　・

ゴ　’

　：“　“
犀　　i

　　　　ミ

～

～　て

　　』

・
到11　，・

岳 毒

箋誠量肇嚢警毒

零慧罵・㍗聖㌦：

　　ヒ　　ら　　ピ　　ゲ
7

誌ヂポ　ま　や　り　　つ

寿竺

輪睾窒鉾τ量羊籔議

臆ゴ落蕩象驚磐渉董

　蓑

讐蕪

鰹

　　　　　　　　き　　　　　　　　…

が量罫ノ嘉ご二至　i

　　　孝暁乎　i
地　￥耀で｝　㎡砿　跳享　　甕

鱗雛
　　　　　　　　i

　　　　　　　　ミ
　寒隔蓬篤在　噂i

　　　　　　　　毒
　　　　　せセしひ
　毫義題牧　・i
慧

循智，

　　　　　　　　き　　へなド

麟離i

　ρ　ミい樹い惣楽ご

鱒

黙

難

　　　｛

漁1
藩1

劇
　　　…

106



表3　麻酔科医アンケート
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